
図．盛岡市中央公民館蔵　志和領図　新山部分

紫波町土館新山神社の文化財



№ 種別 名称 指定 直径 縁高 重量
㎜ ㎜ ｇ

1
和鏡１

（古代）

（中世）

　銅双雀鏡（鵲円鏡） 県 96 3 40

2 　銅秋草双雀鏡 県 111 6 120

3 　銅梅花双雀鏡 県 110 5 47

4 　銅菊花双雀鏡 県 87 4 54

5 　銅秋草双雀鏡 町 100 6 176

6 　銅菊花双雀鏡 111 9 189

7 　銅亀甲地双雀鏡 108 8 219

8

和鏡２

（近世）

　丸揚羽蝶紋双鶴接吻蓬莱鏡 117 20 1013

9 　無紋双鶴接吻蓬莱鏡 123 18 631

10 　五三桐紋双鶴接吻蓬莱鏡 106 16 273

11 　五三桐紋双鶴接吻蓬莱鏡 116 12 203

12 　無紋双鶴接吻蓬莱鏡 106 11 334

13 　六角内三葉紋花菖蒲柄鏡 120 4 167

14 　亀甲地桔梗大紋柄鏡 244 6 1201

15 　菱内二重丸十字四星大紋柄鏡 150 3 302

16 　丸内三割菊花外菊葉大紋柄鏡 109 3 108

17 　蔦陰蔦大紋松竹南天鶴亀柄鏡 243 7 1571

18 　七五桐大紋柄鏡 215 5 1041

19 　八橋文字入光琳波燕子花図柄鏡 237 3 870

20 　丹頂文字入瑞雲双鶴図柄鏡 242 3 780

21 　三保の松原富士帆掛船図柄鏡 184 5 614

22 　金雲磯辺楼閣山水図柄鏡 113 4 206

23 　松竹鶴亀荒磯蓬莱図柄鏡 242 5 892

24 　松竹梅鶴亀蓬莱図柄鏡 120 5 243

25 　松竹鶴亀蓬莱図柄鏡 145 3 227

26 　松竹鶴亀蓬莱図柄鏡 152 4 372

27 　松竹鶴亀蓬莱図柄鏡 78 2 43

28

懸仏

　金銅懸仏（千手観音坐像） 県 87 52 59

29 　鉄造聖観音菩薩坐像懸仏 ５片

30 　鉄造坐像懸仏 ２片

31 　鉄造聖観音菩薩坐像懸仏 ２片

32 　鉄造坐像懸仏 ２片

33 　鉄造聖観音菩薩立像懸仏 １片

34 　鉄造菩薩坐像懸仏 １片

35 　鉄造坐像懸仏 １片

36

鰐口

　元文四年銘  径 210・内 160・幅 52・両耳 23

37 　文政八年銘  径 280・内 153・幅 75・両耳 35

38 　明治以降  径 430・内 332・幅 155・両耳 52

39

仏像

　木造不動明王坐像 町  総高 710・像高 390・肩張 230

40 　木造不動明王衿羯羅童子立像  像高 510・肩張 155・蕾蓮持つ

41 　木造不動明王制多迦童子立像  像高 530・肩張 153・棍棒持つ

42 　木造厨子入十一面観音菩薩立像  厨子総高 460・幅 220

43 壺 　常滑産三筋文壺 町  総高 262・胴張 232・底径 90

紫波町土館新山神社所蔵文化財一覧



時代 鈕 出土・伝来など 備考 №

平安中期 菊 　明治17（1844）年９月出土  三珠文二重格子双雀鏡・笆双雀鏡・縁沿240度亀裂 1

平安末期 菊 　明治19（1886）年３月出土  籬の中に秋草　籬にとまる雀と飛ぶ雀 2

平安末期 菊 　明治19（1886）年３月出土  羽黒鏡の山吹双雀鏡に同じ　ほぼ半分欠損 3

平安末期 菊 　明治19（1886）年３月出土  菊花に双雀　剥離と小破れ 4

鎌倉初期 菊 　奥宮東方羽黒堂伝来  八弁花（秋明菊風）に双雀　波文 5

鎌倉中期 菊 　不詳・町教育委員会保管  菊花に双雀　流水文　 6

鎌倉後期 亀 　不詳・町教育委員会保管  全面亀甲地四つ星　亀の頭先に双雀 7

江戸全期 亀

　鶴亀接吻蓬莱鏡（ボテ鏡）

 縁厚５㎜　紐房　天下一　三雛鳥 8

江戸全期 亀  縁厚３㎜　鋳上やや不鮮明　天下一若狭守　三雛鳥 9

江戸全期 亀  縁厚３㎜　老松に竹　州浜 10

江戸全期 亀  縁厚３㎜　松幹線錨　鋳上やや不鮮明　鈕潰れ 11

江戸全期 亀  縁厚３㎜　州浜　花置亀紐　 12

江戸中・後期

　大家紋鏡　鋳上劣化を隠す

 柄38欠×23　藤原政重 13

寛文・正徳・寛延  柄120×45　天下一人見和泉掾政次　竹巻 14

江戸後期  柄23欠×30　天下一吉次作　中村越後守吉次と岸本武蔵守吉次は後期 15

江戸中期  柄76×20 　藤原金益　野田和泉守金益享保２０年作あり 16

江戸前期  柄110×47　違鷹羽紋漆箱あり　中村因幡守藤原吉重 17

江戸全期  柄105×40　天下一中村和泉掾政次　和泉守政次　前期から後期まで確認 18

江戸中・後期

　大文字入鏡  柄96×40　天下一人見和泉守藤原重次　竹巻 19

　名所鏡  柄98×42　天下一藤原吉次　伊賀守吉次・伊豆守吉次ともにあり 20

　鋳上劣化を隠す  柄100×35　天下一木村若狭守　政次・正次　竹巻 21
　重次は大坂田辺橋西角居住  柄88×22　天下一藤原作 22

江戸全期 　吉祥蓬莱柄鏡  柄100×45　天下一松村因幡守藤原義信　 23

元禄・享保 　光長は中期  柄88×25　津田薩摩守家重　元禄５・元禄９・享保　竹巻 24

江戸全期 　天下一吉次は前期  柄未計測　藤原光長作　宝永６・文久２ 25

江戸全期 　人見和泉守藤原重次は寛文から文久まである  柄98×34　藤原吉重作 26

江戸中期～後期 　  柄58×15　藤原光永　鏡面一部欠損 27

鎌倉時代

　頭上化仏九面　四臂合掌印定印  明治17（1884）年９月出土　総高と台座幅 28

　面径189・縁高10・像総高135・像高110・頂顎26・面幅23・台座幅67・臂張55 29

　面径278・縁高8・像総高185・像高165・頂顎30・面幅32・台座幅105・臂張70 30

　左半身肩から台座まで残る　蕾蓮水瓶を左手に持つ 31

　頭部欠損　智拳印を結ぶ 32

　鏡板中尊像右側から欠損　蕾蓮を持つ　全体に茶色が強い 33

　右半身と台座残る　如意輪観音菩薩風の右手が二臂残る 34

　鏡板頭部欠損で阿弥陀定印あるいは説法印　如来像か 35

1739 年 　奉納 御宝前 元文四歳未八月十七日 施主志和南片寄邑村上惣太左衛門子惣兵衛与助 36

1825 年 　奉納　新山大権現　文政八乙酉三月十七日　願主当村講中 37

    1870 年以降 　奉納　新山社 38

室町末期 　箱形台座・火炎光背　奥宮南隣不動堂の本尊 39

江戸前期 　萬治三年　為三ノ宮壽盛菩提也　八月廿日　 40

江戸前期 　萬治三年　為吉野　常松菩提也　八月廿日　 41

江戸末期 　 42

平安後期 　肩に薄緑色の自然釉　奥宮西方　昭和30年（1955）ころ道路道路工事で発見 43

紫波町土館新山神社所蔵文化財一覧




















